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故
山
川
治
雄
氏
の
慰
霊
と
玉
置
山 

 

◇
実
施
日 

 

８
月
２
４
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
﨑
吉
信
、
濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎
、
阪
口
雄
二
、
畑
林
秀
味
、

大
江
加
予
子
・
徳
子
、
山
川
自
知
、
西
克
、
高
階
美
根
子
、
上

村
和
美
、
梶
野
照
雄
、
村
吉
光
夫
、
榊
本
真
仁
、
山
本
直
子
、

志
岐
敬 

ゲ
ス
ト
；
尾
﨑
規
文
・
弘
美
（
紀
宝
町
）
、
出
原
里

美
（
勝
浦
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

１
９
名 

  

４
年
前
の
あ
の
日
、
梶
野
君
か
ら
の
一
報
で
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
山
川
さ
ん

と
対
面
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

玉
置
辻
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

林
道
を
歩
く 

 
 
 
 
 

祭
壇
を
準
備 

あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
年
に
な
り
、
そ
の
慰
霊
行
事
を
呼
び
掛
け
た
結
果
、
遠

方
か
ら
の
５
名
を
含
め
１
９
名
も
の
多
く
の
方
々
が
呼
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

上
村
さ
ん
の
紹
介
で
３
名
の
方
も
加
わ
り
、
玉
置
辻
に
予
定
よ
り
も
か
な
り
早

く
到
着
さ
れ
て
い
た
の
で
、
昨
年
新
調
し
た
玉
置
辻
の
祠
の
掃
除
と
樒
の
取
り

換
え
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
祠
製
作
者
の
児
嶋
さ
ん
は
、
両
手
首
に
違
和
感
が

あ
り
、
本
日
は
急
遽
欠
席
と
な
っ
た
。
電
話
で
「
俺
も
い
よ
い
よ
商
売
も
山
行

も
先
が
見
え
て
き
た
」
と
弱
気
な
話
も
あ
っ
た
。
畑
林
清
子
さ
ん
の
骨
折
や
生

熊
敏
男
さ
ん
の
手
術
も
あ
り
、
山
彦
の
先
輩
た
ち
の
心
配
事
も
増
え
て
き
た
。 

 

午
前
９
時
過
ぎ
、
皆
さ
ん
に
挨
拶
し
本
日
の
予
定
を
説
明
し
た
後
歩
き
出
し

た
。
予
定
通
り
３
０
分
で
現
場
に
着
き
、
祭
壇
を
準
備
す
る
。
７
月
に
大
阪
高

槻
市
の
林
さ
ん
と
言
う
方
か
ら
電
話
が
あ
り
「
山
川
さ
ん
に
は
生
前
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
の
で
、
一
度
現
場
を
訪
ね
た
い
の
で
地
図
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
８
月
７
日
に
訪
問
し
て
き
た
。
と
後
日
電
話
を
頂
い

た
。
現
場
に
は
花
と
酒
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

般
若
心
経
を
唱
え
る 

 
 
 
 

工
事
中
の
玉
置
神
社 

 
 
 
 

勧
業
碑
前
で
休
憩 

大
江
さ
ん
が
お
供
え
や
花
を
手
際
よ
く
並
べ
て
、
全
員
で
線
香
を
供
え
般
若
心



経
を
唱
え
て
山
川
さ
ん
を
慰
霊
し
た
。 

 

慰
霊
の
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に
玉
置
神
社
に
向
か
っ
て
登
る
。
２
０
分
ほ
ど

で
神
社
に
着
い
た
が
、
途
中
の
道
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
、
以
前
ブ
ッ
シ

ュ
を
刈
り
な
が
ら
進
ん
だ
場
所
も
広
く
刈
り
取
ら
れ
、
歩
き
や
す
く
な
っ
て
い

た
。
神
社
で
は
月
並
祭
を
終
え
た
ば
か
り
の
桝
谷
宮
司
に
ご
挨
拶
。
宮
司
か
ら

は
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
か
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
言
葉
を
頂
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

玉
置
山
山
頂 

 
 
 
 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 
 
 

玉
置
辻
に
戻
る 

例
年
は
こ
こ
か
ら
奥
駈
道
を
下
山
す
る
が
、
お
昼
ま
で
ま
だ
時
間
が
あ
り
、
今

日
は
勧
業
碑
経
由
で
玉
置
山
山
頂
に
登
っ
て
か
ら
下
山
す
る
こ
と
に
し
た
。
先

月
股
関
節
を
人
工
関
節
に
す
る
手
術
を
し
た
榊
本
君
は
玉
置
神
社
か
ら
下
山

さ
れ
た
。
勧
業
碑
ま
で
の
捲
き
道
も
以
前
よ
り
整
備
が
進
ん
で
、
１
０
分
ほ
ど

で
到
着
し
休
憩
す
る
。
勧
業
碑
と
上
平
主
税
の
石
碑
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
休
憩
後
、
山
頂
ま
で
１
０
分
ほ
ど
登
っ
て
昼
食
に
し
た
。
風
も
な

く
暑
い
の
で
木
陰
を
探
し
て
逃
げ
込
ん
だ
。 

神
社
に
参
拝
さ
れ
た
方
も
多
数
山
頂
ま
で
登
っ
て
き
て
い
た
。
中
に
は
サ
ン
ダ

ル
で
登
っ
て
い
る
強
者
も
い
る
。
３
０
分
ほ
ど
で
昼
食
を
終
え
下
山
。
玉
置
神

社
で
集
合
写
真
を
撮
り
、
奥
駈
道
で
玉
置
辻
に
戻
っ
た
。 

皆
さ
ん
暑
い
中
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
本
日
の
行
事
は
山
川
さ
ん
の
慰
霊
で

あ
る
が
、
今
後
係
る
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
安
全
第
一
を
誓
う
日
で
も
あ
る
。 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

玉
置
辻0

9

：1
5
→
0
9

：4
5

慰
霊
現
場1

0

：0
5
→

1
0

：2
8

玉
置
神
社→

1
1

：0
1

勧
業
碑1

1

：1
6
→
1
1

：2
8

玉
置
山
山
頂1

1

：5
9
→

1
2

：1
7

玉
置
神
社→

1
3

：

0
0

玉
置
辻 

 


